
 

 

平成18年3月に飛騨市文化交流センターが完成し、6月3日に開館を

迎えました。施設開館までを振り返りるとそこには紆余曲折の歴史がござ

いました。施設が現実のものとなった歴史をここに振り返ってみたいと思

います。 

昭和55年9月17日に、まちの音楽好きのグループで結成されていた飛

騨古川音楽文化協会が、体育館に大きな独自製作の反響板を設置し、一見

コンサートホールのような会場作りまで行って実施した東京フィルハーモ

ニー交響楽団演奏会（当時神岡町出身の

東フィル団員の細洞寛氏の情報提供がき

っかけに演奏会開催が決意された。）が、

町民の1割に及ぶ1600人を集める演奏会

となり、主催者の予想を覆し、まちに思

わぬ大きな反響を与えました。このコン

サートによって生の音楽演奏に触れられ

る機会のすばらしさが見直され、このコ

ンサートの収益金が寄附されたことによ

り、文化ホールの建設基金が創設されま

した。こうしてホール建設を望む声が高

まり、その実現に向け官民一体となった

取組みが始まることとなったのです。 

この東京フィル演奏会での成功をもと

に、この演奏会を実施した飛騨古川音楽文化協議会も会員や協力者が増え

ていき、日本を代表するオーケストラか

らブラスアンサンブル、フォルクローレ、

ヨーデル、プラハやハンガリーの合唱団

など様々なジャンルの音楽コンサート

を体育館を会場に、次々に展開していく

ようになりました。そうした中、昭和61

年に行われた新日本フィルハーモニー

交響楽団の演奏会で指揮者として来町

された小泉和裕氏は、山間のこのまちを

気に入られ、古川町寺地地区に古民家の別宅を構えられることとなり、世

界をまたにかける気鋭の指揮者と飛騨古川の間につながりが生まれること

となりました。この小泉和裕氏とのつながりにより、様々な文化人、音楽

家、芸術家が町に紹介されるようになり、小泉邸の屋根裏では住民を招い

て音楽演奏家仲間による屋根裏コンサートを毎年開催されたり、地元住民

に対し音楽指導をされるなど、小泉氏と音楽を通じた地域とのつながりが

より深いものになっていきました。そうした中、昭和63年には、小泉氏の

ご紹介により当時の京都大学教授で国際政治学者であった矢野暢氏による

音楽のまちづくりに向けたシンポジウムが開催されました。このシンポジ

ウムにおいて、地方からの音楽文化の発信を目指し、飛騨古川音楽大賞の

創設が提言され、日本の音楽界をリードする音楽家や文化人を顕彰する制

度が、全国でも初めて、一地方自治体により創設され、日本を代表する音

楽家や文化人が年々飛騨古川へ来訪するようになりました。また以前より

継続して行われていた飛騨古川国際

音楽祭も体育館等を会場としながら

も様々なジャンルでさらに充実した

ものとして展開され、また小泉氏によ

る県内アマチュアオーケストラの合

宿指導などの新たな展開も生まれて

いき、「飛騨古川音楽の森推進事業」

として国、県からもその独自性のある

施策に注目が集まるようになりまし

た。特に文化庁からは重要な地域文化振興施策の実施拠点として認められ、

多くの補助金等財政支援を得られることとなっていきました。 

こうした中、平成2年に、第1回飛騨古川音楽大賞を受賞された世界的

作曲家武満徹氏に旧古川町からの作曲委嘱をお受け頂き、「オーケストラの

ためのスピリットガーデン」が作曲され（このホールの名称にさせていた

だいています。）、平成6年7月に東京サントリーホールで、古川町の主催

により、東京都交響楽団の演奏で初演されるという、町にとってかけがえ

のない事業が展開されました。この

演奏会は全国の音楽シーンの注目を

集め、ＦＭ放送でも全国生放送され

るなど大きな反響を生みました。ま

た、曲のＣＤ化をはじめ、この後ヨ

ーロッパ諸国でも演奏されるたび、

飛騨古川の名が世界に紹介されるこ

ととなりました。 

このように、まさに地方からの音楽文化発信と創造が形になっていく中

で、つながりのでてきた関係各方面の諸先生方より、こうして築きあげて

きたソフト地盤、また国や県当局との好意的なつながりをもとに、御指導、

御助言を頂戴しながら、ホールの実現に向けて更に議論を重ねていきまし

た。 

こうした過程の中、一方では、子ども合唱団、町民の吹奏楽団、太鼓の

グループ、コーラスグループ、ステージ

サポートグループ、劇団誘致や演奏会誘

致グループ等々様々なジャンルで市民

の文化団体も次々に発足していき、町民

音楽祭の開催も始まり、まちの文化活動

も底辺からより活発になってきました。   

このような市民文化活動の活性化に

伴い、文化ホールにかける期待もより大

きなものとなっていき、外部の人脈の充実、国、県当局の支援体制など機

の熟してきたことをもとに、平成 7 年頃よりホール建設の計画が具体性を

帯びて進める段階に入っていきましたが、その建設の是非については、大

型事業でもあり官民ともにさらに慎重に議論を重ねる時期が続きました。 

その中で、平成10年には飛騨古川国際音楽祭として地道に続けてきた事

業も遂に20周年を迎え、同年9月に開催した記念の式典においては、高円

宮殿下同妃殿下にご来臨頂くという

栄を賜り、励ましのお言葉を頂戴し、

宮中の御神楽の演奏を町民にご披露

頂くなど、ホール実現に大きな励み

と後押しをお受けました。 

こうした経緯を経て、国の「まち

づくり総合支援事業」として進めて

いた古川市街地の総合的なまちづく

りを進める計画策定の中で、既存の駅北側の公共施設群との総合力を見据

えた形で、旧森林管理事務所跡地となっていた現在地での生涯学習機能を

備えたホール施設の整備計画が提案され、平成14年7月、町民各階層の方々

を交え、具体的な基本構想の策定作業が始まることとなり、いよいよ施設

実現が現実的なものとして見えてくることとなりました。この策定された

基本計画を受けて、平成15年2月

には基本計画策定及び基本設計に

着手することになり、様々な意見を

集約したものを形作り、順次実施設

計へと進んでいきました。この間の

平成16年2月には旧古川町は町村

合併により飛騨市となり、合併して

大きくなった飛騨市のコンベンシ

ョン拠点としても大切な位置づけ

が付加され、その半年後の 10 月 8

日、遂に工事着工の運びとなったの

です。まさに四半世紀という長き歩

みを経て、ここにようやく待望の施

設として完成をみたのが、この飛騨

市文化交流センターであります。 

このように、この施設に対して内

外の多くの人たちが熱い思いをもってこれまで議論を重ねながら、様々な

事業を展開してきた成果として、施設が完成に至ったといえます。こうし

たことからも、これまで様々な事業展開の中で大きな成果をおさめてきた

官民の連携というスタイルを大切にし、飛騨市の直営方式をとりながらも、

この施設に息をかける市民有志により設立されたＮＰＯ法人ひだ文化村に、

施設の運営業務を部分的に委託し、また様々な実績を重ねてきた各市民グ

ループのノウハウを施設運営に活かしながら、官民の連携により施設の運

営をスタートさせました。そして、ＮＰＯ法人ひだ文化村をはじめ各市民

グループも待ちかねたかのようにオープン年度各種事業を展開され、市民

パワー全開により施設も活気よく運営展開されました。その中、折しも全

国で指定管理者制度が施行され、公の施設の運営をＮＰＯなどを含む民間

事業者に委ねる流れの中、この市民パワーをより発揮し、施設の活性化が

図られることを企図し、開館2年目の平成19年度よりＮＰＯ法人ひだ文化

村を施設の指定管理者として指定することが決まり、新たな歴史が刻まれ

ることとなりました。 

飛騨市文化交流センター建設に至る四半世紀の歴史 

 

 
東京フィルハーモニー交響楽団演奏会 

活発化する町民音楽活動 

 
飛騨古川国際音楽祭 20 周年記念式典 

様々なコンサートが催された 

 飛騨古川音楽大賞授与式 

武満徹作曲「スピリットガーデン」世界初演

基本計画の策定 
（平成 14 年 7 月～平成 15 年 3 月） 

 
  基本設計（平成 15 年 12 月） 
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